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放物線と図形 解説 

 

��図で放物線 mは y=
２
－
１x2で、直線 nは y=x+12 である。これらのｸﾞﾗﾌの交点を A, B とする。 

(1) A と Bの座標を求めなさい。 

 

(2) △AOB の面積を求めなさい。 

 

(3) 放物線 m上の Oから Bの間に点 Pをとり、△AOB＝△APB とする。 

このとき Pの座標を求めなさい 

 

(4) 放物線 m上の Aから Oの間に点 Qをとる。△AQB の面積が 40となるときの Qの座標を求めよ。 

 

 

(1) m の式 y=
２
－
１x2に nの式 y=x+12 を代入します。 

   x+12=
２
－
１x2 

 x2-2x-24=0 

  (x-6)(x+4)=0   

 よって x=6, x=-4  x=6 を y=x+12 に代入すると y=18,  x=-4 を代入するとy=8 

 

    A(-4, 8),  B(6, 18) 

  

(2) 直線 nと y軸との交点を Rとすると R(0,12)です。△AOB を 

△ARO と△ROB の 2つに分けてそれぞれ面積をだします。 

△ARO は底辺をROとすると底辺 12, 高さ 4なので面積 24 

△ROB も底辺をROとして底辺 12, 高さ 6なので面積 36 

よって△AOB の面積は60 

 

(3) 図のように原点 Oを通り直線 nと平行な直線(赤い線)を引く。 

この赤い直線上に点 P を取れば△AOB=△APB となる。(等積変形) 

点 P は放物線の Oから Bまでの間なので放物線 mと赤い直線の 

交点が求める点 Pとなる。 

赤い直線は直線 nと平行なので傾き 1, 原点を通るので切片 0 

よって y=x,  放物線 y=
２
－
１x2との交点を出すと  (0, 0),(2, 2) 

点 P の座標(2,2) 

 

(4) (3)でやったように等積変形をつかって考えます。 

まず下のような面積 40の     次に A,B以外の頂点を通り     直線と放物線 mの Aから Oまで 

三角形(緑)を作ります。     直線 nに平行な線を引く        の間の交点が Q 

 

 

 
 
 

 

図のように底辺を tとすると                    nの切片が 12なので             赤線 y=x+4 と放物線mの交点 

面積は 2t+3t=5t,  5t=40 なので t=8            赤線の切片は 12-8=4       は(-2,2)と(4,8) 

                                                                      よって Q(-2,2) 


